
村上農業普及指導センター　

☆今年も暑い夏が予想されています。熱中症対策をしっかり行いましょう。

【コシヒカリ】

本年 平年比 前年比 本年 平年比 前年比 本年 平年差 前年差 本年 平年差 前年差

山北
（大毎）

5/10 51 105% 88% 502 112% 110% 10.4 0.9 0.7 37.9 -1.6 -4.5

朝日
（川端）

5/10 48 94% 86% 583 100% 140% 10.2 0.0 -0.1 41.9 2.6 4.9

村上
（鋳物師）

5/10 53 113% 101% 586 125% 118% 10.1 0.3 0.0 36.7 -3.2 -3.6

神林
（牛屋）

5/10 50 104% 90% 644 126% 137% 10.5 0.5 0.3 35.1 -0.4 0.2

荒川
（名割）

5/15 48 112% 105% 349 84% 91% 8.9 -0.4 0.4 40.1 0.4 -1.6

関川
（下関）

5/15 44 110% 98% 452 108% 103% 9.8 0.4 0.0 40.0 0.9 -1.6

本年 指標比 前年比 本年 指標比 前年比 本年 指標差 前年差 本年 指標差 前年差

5/11 49 102% 95% 519 108% 117% 10.0 0.4 0.2 38.6 2.6 -1.0

用水は、「かけ流し状態」にならないよう、止め忘れを防ぎ、大切に使いましょう！

茎数（本/㎡，％） 葉数（葉） 葉色（SPAD値）
６地点
平均

田植日
草丈（cm，％）

草丈（cm，％） 茎数（本/㎡，％） 葉数（葉） 葉色（SPAD値）調査
場所

田植日

〇中干しが遅れているほ場では、小ヒビが入る程度までしっかり実施しましょう。

〇中干しは、出穂の1か月前頃までに終了しましょう。その後は、間断かん水から飽水

管理に移行しましょう。

〇こしいぶきは、まもなく一回目の穂肥時期を迎えます。幼穂長を確認し、タイミン

グを逃さず適期に実施しましょう。

〇各地の病害虫調査で、カメムシ類の発生が多くみられます。生息地となる農道・畦

畔等の草刈り、水田内のヒエ・ホタルイの除去を徹底しましょう。

〇いもち病が発生しやすい気象が続いてます。ほ場をよく確認し、早期防除に努めま

しょう。

〇今年の夏も高温になると予想されています。出穂の40～20日前にケイ酸質資材を

施用し、稲の体質強化を図りましょう。

草丈：並 茎数：やや多い 葉数の進み：やや早い 葉色：やや濃い

○生育が遅れていたほ場では、草丈の急伸長・茎数の急増がみられる。

〇中干しを十分に実施したほ場では、褪色が始まっている。

〇管内の早生品種で幼穂が確認されており、穂肥施用時期を迎えている。

※6月20日梅雨入り（平年より９日遅い）

当面の管理のポイント

生 育 概 況

問合せ先：村上農業普及指導センター
ＴＥＬ ： 0254-52-7930 E-mail ： ngt111240@pref.niigata.lg.jp

草丈・茎数の急増ほ場みられる！中干しを十分に実施！！


